


































髙倉家は、藤原北 の長良 （八〇二～八五六） を遠祖とする衣紋道の家である。装束や着装について我が国では古く
からさまざまな知識が集積されてきたが、 平安時代後半から有職故実、 殊に装束に関わる知見が集大成されて 「衣紋道」が成立した。髙倉家は山科家とともに衣紋道を現代にいたるまで伝えてきた家柄である。　
その遠祖・長良の子、基経が良房 養子となり、人臣にしてはじめて関白となり、藤原摂関家の基礎を築きあげ







九九六） は、京都・大雲寺の創建で知られ、一説に 『源氏物語』 「なにがし寺」 の準拠とされており、ここも 『源氏物語』との関わりを指摘されるところである（髙倉永満「紫式部と髙倉家」 『実践女子大学百二十周年展覧会図録／宮廷の華
　
源氏物語』 二〇一四年六月） 。　
文範の子のうち為雅の八代の孫・範昌 （従四位下大蔵少輔） の一男・永康 （生年未詳～一三〇二） 、四男・永経の代で





ここに紹介するのは、後伏見院 （一二八八～一三三六） 宸筆による 『男装束』 の御写本である。
　
髙倉家はその家職上、累代装束の成書に携わり、また装束 調進もしてきた。 『口伝秘抄』 『装束式目』 『法躰装束
事
 付童躰装束事』 『装束雑事抄』 『装束寸法深秘抄』 等々。いずれ 鎌倉中期から室町初期の髙倉家歴代の奥書・識語
を備えた、来歴の明らかな著作文が残されている。特に髙倉永行の手に成る『法躰装束事
 付童躰装束事』は、書名に










第一紙の端裏書に 「男装束」 とあり、本文と同筆跡 （後伏見院） と考えられる。
〔内題〕
　
第一紙冒頭に 「男装束」 とある。尚、奉書包紙表面に覚書あり、 「後伏見院宸翰
　
一巻」 と墨書あり。裏面



























































































































まずは宸筆 「男装束」 表紙見返し書付を記す （銀箔の黒化と文字の擦れにより不読の箇所あり） 。
御方御筆也、可□□□被召私本、有御書寫御被下之、更□□□外見、可秘々々、文保三年五月上旬□□□














前半の範賢の奥書にある記述 「院御方」 と注記 「後伏見院」 により、見返し書付の 「御方」 が後伏見院であることを特定
できる。さらにこの記述は、御筆に対する範賢の深い思いが伝わる重要な書付と考える。　
また、後半の常永の奥書は伝来の由緒を示すものである。常永（俗名永行）は応永五年参議に任ぜられ、翌年辞任、

































劈頭の 「永賢朝臣」 は、ここに署名のある 「常永」 （永行） の四代前の髙倉流第二世。割注にあるごとく 「永経」 の息で、
父永経は三位に叙されたが、永賢 『尊卑分脈』 の肩付にあるごとく 「正四下／左馬権頭」 を先途とするため 「朝臣」 なのである。　「範賢」 は永賢の息。但し 『尊卑分脈』 では 「永賢―永忠―範賢」 と間に 「永忠」 の名を挟み 「早世」 と注す。　署名の 「常永」 は髙倉永行 （？～一四一六） の法 。 『公卿補任』 に、応永五年 （一三九八） 五月二四日叙従三位、同日任
兵部卿、同年一二月一一日任参議、翌応永六年正月五日叙正三位、三月二七日兼備中権守、六月一八日出家、の記事が見える。　
これらの記述をもとに要約してみると、本書は永賢作成の抄物であり、その自筆本を範賢が所持していたところ、
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引帯
　
已上寸法且随人躰可相計也
　
冬准之
　
さらに、細目として次の各条にわたっての詳細な解説がある。
一
　
可令着束帯次第
一
　
闕腋
ヲ
令着次第夏冬同之
一
　
舞人装束事
一
　
直衣之着事衣冠同之
一
　
衣冠にきぬをいたす事
一
　
布袴着事
　
目録は、 『男装束』 として必要な項目をあげたものである。
　
各条は、それらの項目を織り交ぜつつ、各種装束の着せ様を説いてゆくという体裁である。
　
伝書としての内容についてもさることながら 伏見院流の典雅な筆跡、古典籍としても生々しい姿を見せているの
― 18 ―
がこの後伏見院宸筆 『男装束』 なのである。今後調査を深めてゆくのにふさわしい文献といえるであろう。いずれ全文の翻刻と内容の解析、また他の文書との比較考証などを進めてゆきたい。　
本稿は、まだ 『男装束』 の書誌的紹介に留まるが、まずは髙倉家文書研究の第一歩をしるすものである。
― 19 ―
一一〇　髙倉家蔵　後伏見院宸筆装束抄
― 20 ―
髙倉家蔵『後伏見院宸筆装束抄』冒頭部
― 21 ―
一一〇　髙倉家蔵　後伏見院宸筆装束抄
